
たぶんか便り

特集

「政治難民による民主化運動

「日本から世界を見る
INTERVIEW２　外国にルーツをもつ人々

INTERVIEW１　外国人自助組織

2012 年度事業報告 

　　ー本当の意味での民主化へー」

　　　 ー日本と台湾の懸け橋にー」
（2012 年 6 月～ 2013 年３月）

ビルマ民主化同盟（LDB）

写真：新規スタッフ
この冬、若い力が新たに加わりました。
　　
      

第 8 号
2013.2

( 特活 ) 多文化共生リソースセンター東海 ニュースレター



 INTERVIEW 1 外国人自助組織

　1988年、当時20代のミンティンさんは、まだ軍事政権であっ
たビルマで学生運動に参加していた。ビルマで政府反対の意
思を持つことはとても危険であり、ミンティンさんは国外に
逃れようとした人を応援したこともあって自らの身の危険を
感じ、1990 年に日本へ逃れてきた。当時は、「民主化」とい
う言葉を口に出すことや、民主化運動の指導者であるアウン
サンスーチー氏の写真を飾ることも政府によって取り締まら
れていたという。ミンティンさんは、弟が日本にいたからと
いう理由で日本に来ることに決めたそうだ。
　日本とビルマは昔から友好関係を築いており、日本にはこ
うした政治的な迫害が理由で逃れてきた難民が多く住んでい
る。ミンティンさんは、地域で開かれる日本語教室が日本に
馴染むためにとても助けになったと話してくれた。その後、
自らが国際交流ボランティアとして、地域の多文化共生をめ
ざす活動も行うようになった。

　軍事政権であったビルマでの生活は、政府の指示は絶対だっ
た。なんでも上から指示されたことをやり、行政手続きなど
の順番も権力がある人が先で、自分の意見を言うことはでき
なかった。当時は海外の新聞やラジオを聴くこともできなかっ
たので、国が発行する新聞に書かれていることがすべてだっ
たそうだ。そのためミンティンさんは、世界から見るとビル
マが経済的に下位であることを知ったときはとても驚いたと
いう。外の情報が入ってきにくく、国が発行する新聞にはビ
ルマの良い点のみ書かれていたので、そのような国のあり方
に疑問をもつことなく生活していたのだ。
　その中で民主化の動きが厳しく取り締まられ、アウンサン

スーチー氏をはじめとする多くの活動家が軟禁や投獄される
こととなった。長い間軍事政権と民主化運動との対立が続
き、ようやく 2011 年新政府に変わり軍事政権が終わること
となったが、新内閣を構成する閣僚のほとんどが軍人であり、
本当の民主化はこれからだと言える。
　ミンティンさんも、日本でビルマのこれからの真の変化を
願っている。

　ミンティンさんは日本に来て数年間、鉄工所で仕事をし
ていた。母国に帰ると命が脅かされる危険があり、帰ること
ができず、まもなく在留資格を喪失した。そのため、保険に
入っていなかったので、常に怪我や病気を心配しながらの生
活だった。その後、日本に難民認定制度があることを知った
が、在留資格がないのに難民申請をしたら不法滞在として捕
まってしまうかもしれないという不安から、なかなか申請に

　2011 年、テイン・セイン氏が大統領に就任したことによって軍事政権に終

止符が打たれ、徐々に民主化へ向かいつつあるビルマ＊。ビルマ民主化同盟は、

軍事政権下のビルマで政治的意見の弾圧にあい日本に逃れた方たちが、ビル

マの民主化をめざし、名古屋市内でデモ行進をしたり講演会を行ったりして

ビルマの現状を市民に知ってもらおうと活動している団体である。

　ビルマの軍事政権が終わり民主化に変わりつつある現在は、情報交換をし

たり勉強会を開いたりして、国を見守るというような活動をしているそうだ。

　今回はそのビルマ民主化同盟のメンバーの一人であるミンティンさん（写

真左）にお話を伺った。

　* 軍事政権により現在の公式な英語表記は「ミャンマー」と改められ、日本でもそ

ちらの呼称の方が認知されているが、今回はインタビューに応じてくださったミン

ティンさんが使用している「ビルマ」と表記する。

’ 政治難民 ’ として日本へ

日本での暮らしと難民認定制度

軍事政権下での暮らし

写真：民主化を訴えるデモの様子

ビルマ民主化同盟 (LDB)
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踏みだせなかった。また、日本の難民認定の審査はとても厳
しく、認定されないケースも多いそうだ。結局ミンティンさ
んは、日本に来てから難民制度があると知るまでに 5年、そ
れから申請するまでに 3年、申請してから難民認定されるま
で 4年という長い年月がかかった。
　難民認定されると法的に日本に在留することが可能とな
り、健康保険への加入や困窮時は生活保護を受けることがで
きる。また、就労や就学などで、日本国民と同じ待遇が受け
られるようになる。
　ミンティンさんも難民認定されてからは安心して日本で過
ごせるようになり、自信をもって仕事ができるようになった
そうだ。しかし、たとえ難民認定を受けることができたとし
ても、日本語がわからなかったり、周りに頼れる人がいなかっ
た場合、日本での生活が不自由で不安なものであることに変
わりはない。現在、日本政府は難民認定者に対して言語面で
のサポート体制は構築しているが、地域でサポートする人が
いるとさらに心強いと思う。

　日本に住むビルマ人が、お互いを助け合うことと母国の民
主化を日本から促進することを目的として結成された団体が
ビルマ民主化同盟だ。これまでは、ビルマの民主化を訴える
デモ活動や署名活動、講演会などを行ってきた。また、他の
グループとともに年に一度ビルマの旧正月を祝う「水掛け祭
り」を開催しており、その日は名古屋に在日ビルマ人が集ま
る大きな行事となっている。ビルマが軍事政権から民主化政
権に移行しつつある現在は、活動内容もデモや署名集めから
勉強会や情報交換などに変わってきており、国を見守るとと
もにこれからのビルマに期待を寄せている。

　これからのビルマについて尋ねてみると、「これからもっ
と変わるべき。日本に来て初めて気づいたが、ビルマでは物
づくりをしていない。豊富な資源を生かして物づくりをし、

国内で一生懸命に働ける環境をつくるべき」と話してくれ
た。現在ビルマでは働く意欲のある人ほど国外に行ってし
まうという。これからビルマは、民主化にともない、自分
の考えを持ち自分の意思で働くことをしていかなければな
らない。
　ミンティンさんの言うとおり、豊富な資源を生かした物
づくりをビルマ国内でしていき、意欲ある国民が能力を発
揮する場をつくっていくことは、これからのビルマの状況
を経済的にも良い方向へと向かわせてくれるのではないだ
ろうか。

　ミンティンさんは、いつか祖国に帰りたいという思いを抱
いていることを教えてくれた。彼には現在 5歳になる子ども
がいる。子どもには、ビルマ語と日本語と英語を話せるよう
になってほしいという。言葉の壁がなければ世界が広がり、
いろいろな考え方に出会い、一つの考えに囚われることなく
広い見識を持つことができるからだ。「日本人はこうだ、とか
中国人はこうだ、と決めつけるのではなく、国や人種に関係
なくみんなそれぞれ一人の人間として触れ合いたい」と優し
く話してくれた。
　自らの意思を持ち、その人それぞれの考えを認め合える。
そんな社会が、本当の意味での民主主義といえるのではない
だろうか。（文責：樋口ひかり）

  ビルマ民主化同盟 (LDB)

ビルマ民主化同盟

これからのビルマ

写真：ビルマ「水掛け祭り」の様子

写真：署名活動の様子

３たぶんか便り
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と日本語で話したのですが、まった
く理解してもらえず、通訳の方を呼
ばれてしまったことが悲しかったで
す。今では自分の研究とも関係して
いますが、読んでいる本も半分以上
が日本語の本で、日本人の友人もで
きました。
　日本語を学び始めてからの 10 年間
は、あっという間でした。私は日本語
で書くことが好きです。特に好きなの
は、ひらがなとカタカナと漢字を組み
合わせて書くことの美しさです。研究
しているリービ英雄の影響を受けてい
るのかもしれません。他の国にはない
日本の独特な表現や文化を感じます。
また、日本語の表現の繊細さが好きで
す。例えば、「はっきり」、「明確」、「明
らか」といった同じ意味を持つ言葉の
多さや、雨の降る音の「どしゃぶり」
や「しとしと」などの擬音語はとても
魅力的です。日本文化を表す言葉遣い
にも魅力を感じます。例えば、「ご迷
惑をおかけします」という言葉や、「そ
うですね」等の相槌からは、日本人の
丁寧さや思いやりが感じられます。一
方で、「遠慮」を表す言葉に困惑する
こともありますが…。
　日本語を学んでいて最も苦労したこ
とは、アクセントと小さい「つ」の発
音です。アクセントは、台湾の言葉を
話すときのような “上がり下がりする
話し方 ”を直すのに苦労しました。小
さい「つ」の発音は、初級日本語の発
音の授業で「サンドイッチ」という言
葉を何度も繰り返し練習しました。

　日本人は古いものを、お金や時間、
労力を費やしてでも保存しようとしま
す。そこが好きです。
　また、些細なことなのですが、いい
なと感じたことが最近ありました。バ
スに車いすの方が乗って来られた時に、
運転手さんが一度降りてその車いすの
方の乗車を手伝っていたことに感銘を
受けました。台湾の私の町では、車い
すの方は補助をしてくれるヘルパーさ
んがいないとバスに乗れません。

　小さなことでは、日本人は麺類を食べ
る時、すすって音を出して食べます。お
いしく食べるために音を出すということ
が、いまだに理解できません。
　大きな違いでは、日本人はきちんと一
つひとつのプロセスをとっているという
点が台湾と異なります。日本人は、これ
をクリアしたら次はこれというように着
実に進めます。そしてもう一つ、日本人
は曖昧ですね。会議などでよく「そうで
すね、、、まあでも、、、そうですね、、、」
という会話を耳にします。この言葉の後
ろの「、、、」が今でも理解できない時が
あります。はっきり言わないのは優しさ
だと捉えることもできますが、会議の場
では時間が長くなります。慣れていない
からかもしれないですが、日本人の空気

　張雅婷（チョウ・ヤーティン）さんは台湾から来た留学生。６年前に名古屋に来て、
現在は名古屋大学大学院で日本文学を学んでいる。大学院では主に、外国人日本
語作家のリービ英雄について研究している。また、学業以外では、通訳・翻訳の
ボランティア活動に参加したり、当団体で『たぶんか便り』の制作に第一号から
関わるなど、積極的に日本社会に参画している。
　ヤーティンさんに、これまでの６年間をどのように過ごしてきたのか、また将
来にはどのような展望を持っているのか、お話を伺った。

　私は台湾の大学で日本語学科に入り、
それから 10 年以上日本語を学んでい
ます。日本に留学しようと思って日本
語を選んだわけではなかったのですが、
運よく留学の機会に恵まれました。１
回目の交換留学では、大阪で１年間過
ごしました。その時には、２回目の留
学をすることになるとは思っていませ
んでしたが、大学院への進学が決まり、
名古屋に来ることになりました。

　初めて日本に来たときのことを今で
もはっきり覚えています。一緒に来る
はずだった友人が飛行機に乗り遅れた
ため、私が先に関西空港に到着しまし
た。学校から迎えに来てくださった方
に、友人が遅れてくることを伝えよう

����――なぜ日本語を学ぶことに
なったのですか？

日本語との出会い

――日本語で苦労したことはあ
りますか？

台湾から見た日本
――日本のどんなところが好き
ですか？

――台湾と日本ではどのような
ところが違うと思いますか？

 「日本から世界を見る 
  ～日本と台湾の懸け橋に～」

 INTERVIEW2 外国にルーツをもつ人々

写真：名古屋のトルコ料理屋さんにて
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を読むところが、私は辛く感じます。し
かし逆に、中国人など他の国の友人と話
している時は、表現が直接的すぎると感
じることもあります。台湾はその中間と
いう感じです。また、私は日本人の「遠
慮」という文化も理解できません。自分
の意見があれば直接言い、相手の意見も
聞いて、言い合うことができれば、もっ
と良いと思います。

　私にとって、家族のいない日本は暮ら
していくには厳しい場所です。私は心の
強い人間ではないので、将来的には台湾
に帰りたいと思っています。そして台湾
で、日本と台湾の友好関係を発展させる
活動に携わっていきたいです。

　はい。これからも日本語を離れないと
思います。例えば、私が日本と台湾それ
ぞれの良いところを日本語で書いて、情
報を発信するなど、日本や台湾のことを
もっと多くの人に理解してもらいたいと
いう気持ちがあります。
　台湾だけでは狭いです。私は日本語を
通して、世界を見ることができました。
そういう日本語で見た世界を、翻訳を通
して今度は台湾の人に伝えたいです。例
えば、南米やアフリカに対して多くの日
本人が支援しています。そういうことを
台湾の人にも伝えたいです。「日本語から
日本を見る」ではなくて、「日本語から世
界をみる」。これが、日本語を勉強してい
て良かったなと思うところです。私はほ
とんど日本語で世界を見ています。
　

　やはり、一人ひとりの力です。例え
ば日本政府が「はい、今日から外国人

を助けましょう」と言うよりも、一
人ひとりが自分のできることをする
ことが大切だと思います。私は日本
語と母国語である中国語が話せます。
現在、それを活かせる通訳ボランティ
アをしています。少しずつ個々ので
きることが積み重なって、多文化共
生社会へと繋がっていくのだと思い
ます。小さなことの積み重ねで、お
互いの文化について納得しあうこと
ができるのだと思います。

　台湾にいた時、台湾語や中国語が話せ
ないにもかかわらず、東南アジアから多
くの移民が労働力として来ていました。
高校生の時はそのような人たちに対して
偏見を持っていました。しかしその後、
留学などを経験し、自分がマイノリティ
になったからこそ、マイノリティの辛さ
が理解できるようになり、その人たちに
何かしてあげたいと思うようになりまし
た。ところが、彼らの言葉がわからなかっ
たため、当時は何もしてあげられません
でした。そういった経験から、受け入れ
側として台湾が、どのように多文化共生
社会を実現していくのかを研究したいと
思いました。日本に来てからボランティ
アを経験し、日本語を活かして中国人を
助けたり、自分が外国人として見た在日
外国人の状況をこのニュースレター等に
執筆したりすることで、少しずつ自分の
できることがわかってきました。通訳ボ
ランティアでは、弁護士の通訳として今
までに３人の中国人女性を助けることが
できました。嬉しかったです。

　私は、日本語が話せない等の理由
で困っている外国人を助ける活動を
している組織でボランティアをして
います。そこで１年半以上、中国人
女性の通訳をしてきました。その女
性と初めて会った時に、仕事の最中
に事故に遭ってしまったが、会社側

に適切な対応をしてもらえなかった
という事情を聞きました。そのよう
な事情を知ってしまったら、途中で
通訳をやめることはできません。一
つの訴訟は、一度だけで終わるもの
ではありません。その後も、女性や
弁護士の通訳を続け、近々やっと良
い結果がもらえそうなので、自分自
身頑張ってきたなあと嬉しく思って
います。

　私は今回ヤーティンさんのお
話を聞いて、外国に住むことに
魅力を感じました。留学して自
分が外国人になることで、初め
てわかることは多いと思いま
す。ヤーティンさんは日本での
留学を本当に良い経験だったと
語り、何度も「ぜひ外国に行っ
てください！」と留学を勧めて
くれました。しかし日本に住ん
でいる外国人の中には、日本が
好きで望んで来ている訳ではな
いという方もいると思います。
そのような方にも日本に来て良
かったと思ってもらえるよう
な、暮らしやすい社会になって
ほしいと思いました。そのため
にはヤーティンさんの言ってい
たように、自分ができることを
継続して行うことが大切なのだ
と感じました。
（文責：川島瑠莉）

――台湾で、日本語を使った活動を
していきたいということですか？

――将来は日本と台湾どちらで
暮らしたいですか？

――ボランティアにはもとも
と興味がありましたか？

――多文化共生社会を実現するた
めには何が必要だと思いますか？

――最も印象に残っているボラ
ンティアは何ですか？

日本での経験を生かして

��記者あとがき

多文化社会の実現に向けて

写真：ニュースレターミーティングの様子

５たぶんか便り



 ６たぶんか便り

やさしい日本語普及啓発事業 (愛知県委託事業）

多文化共生人材育成事業

地域国際化ステップアップセミナー

「高台に避難して下さい」と言われてもわからなかった。

「高いところに逃げて下さい」って言ってくれたら、みんな逃げられたのに・・・。

これは、東日本大震災を経験した、ある外国人の言葉です。

本事業では、外国人にもわかりやすい「やさしい日本語」を広く一般の方に知っ

ていただくため、スマートフォンアプリ（iPhone, Android）を開発しました。

iPhone をお使いの方は App Store から、Android をお使いの方は Google 

Play から「やさしい日本語」で検索してください。ダウンロードは無料です

ので、ぜひお試し下さい。

また、スマートフォンユーザー以外の方のために、同様の内容をまとめた『「や

さしい日本語」の手引き』も製作しました。PDF 版のダウンロードは、あい

ち多文化共生ネット（http://www.pref.aichi.jp/kokusai/tabunka.html）

からどうぞ。

2012 年７月～８月にかけて、長久手市国際交流協会の委託を受け、

「日本語ボランティア養成講座」を開催しました。講座には、新たな

学習者のニーズに応える教室開催に向け、市内の日本語教室でボラン

ティアを行っている方からこれから日本語教室でボランティアを始め

たい方まで約 40 名の方がご参加くださいました。

また、同月に岡崎市では「災害時通訳ボランティア養成講座」の開催をお手伝い

しました。日本語の堪能な外国人、中国語・ポルトガル語・スペイン語・英語等

外国語の堪能な日本人など、40 名を超える方が講座にご参加くださいました。

会場を避難所に見立てて行ったシミュレーション訓練では、地域在住外国人も被

災者役としてご協力くださり、双方にとって学びの多い研修になりました。

2012 年 11 月、（財）自治体国際化協会・（公財）岐阜県国際交流センター

と共催で「平成 24 年度地域国際化ステップアップセミナー　これからの

多文化共生における“連携・協働”」を開催しました。セミナーでは、多様

化・複雑化する社会状況の中、今後の多文化共生社会の形成に向けて、不

可欠となる多様な担い手の連携・協働について、これまでの東海

地域における取組事例の成果と課題をふりかえりながら、これか

らの“連携・協働”のあり方について考えました。セミナー当日

の配布資料や報告書は市民国際プラザのホームページ（http://

www.plaza-clair.jp/plaza/event121126_report.html） よ

りご覧ください。

2012 年度（2012 年 6 月～ 2013 年 2 月）

事業報告



７たぶんか便り

外国人コミュニティ母語教育等支援事業（愛知県委託事業）

今後の予定

共同事業体「愛知 外国につながる子どもの母語支援プロジェクト」（構成団

体：特定非営利活動法人多文化共生リソースセンター東海、NPO まなびや

＠ KYUBAN）として、外国につながる子どもたちのアイデンティティの確立

や親子のコミュニケーションを円滑にすることを目的に、外国人県民自らが、

当団体設立以来、毎年開催している「外国人コミュニティフェア」。５回目

となる今回は、中京大学にて開催します。

日時：2013 年３月 24 日 ( 日 ) 13:00 ～ 17:00

会場：中京大学　名古屋キャンパス　アレーナ（名古屋市昭和区八事本町

101− 2）地下鉄名城線・鶴舞線「八事駅」５番出口すぐ

内容：東海４県（愛知県、岐阜県、三重県、静岡県）で活躍する外国人コミュ

ニティによる活動紹介。ブース出展、民族舞踊・歌など。

昨年度行った広報・助成金の講座に引き続き、今年度は外国人コミュニティの皆さんに

よる事例紹介を中心に組織運営・資金獲得などをテーマに研修会を開催します。

日時：2013 年３月 30 日 ( 土 )、31 日 ( 日 ) 　両日とも 13:00 ～ 17:00

会場：刈谷市国際プラザ（刈谷市東陽町 1-32-2　刈谷市民交流センター２階）

対象：外国人コミュニティで活動する外国人、これからコミュニティを立ち

上げたい外国人、外国人コミュニティを支援している日本人など

定員：30 名

内容：組織運営、事業計画、資金獲得の方法等

上記に関する問合せ、申込み先：

( 特活 ) 多文化共生リソースセンター東海

TEL：052-228-8235　FAX：052-228-8236　

E-mail：mrc-t@nifty.com

コミュニティ内において、子どもたちに母語 * や母文化を教えたり、

母語による学習支援ができるよう、県内５か所の母語教室の活動支援

を行っています。また、今後こうした取り組みを行おうとする外国人

コミュニティの参考となるよう、母語の大切さや具体的な実施方法等

について掲載した冊子を作成しています。

* 母語…個人が最初に接触または習得する言語。

3/24 「外国人コミュニティフェア 2013」を開催します！

3/30-31 「外国人コミュニティスキルアップ研修」を行います！



８たぶんか便り

MUSIC 音楽 多文化

MOVIE 映画 

PICTURE BOOK 絵本

ブラジルの音楽と言えば、サンバとボサノヴァ。東海地域にはブラジルから来日し
た人が多いこともあり、名古屋、浜松、静岡などで数多くのサンバイベントが開催
されています。今回は、こうしたイベントをより楽しむための豆知識をご紹介します。
（紹介者：岡田壮彦）

ある日突然、自分を取り巻く環境が変化してしまう。これまで築き上げてきた生活を失う。そんな状況で人はどのように生き
ていくのだろうか。社会情勢の変化による人々の暮らしへの影響を映し出したこの２作品に共通するのは「家族を思う嘘」。
そして、作中の主人公の生き方がユーモアをもって描かれている。（推薦者：川村智子）

世界にはたくさんの人がいます。場所や環境により人々の生活は異なります。それでは、世界にはどのような文化・習慣が存
在するのでしょうか。今回は私たちに新たな発見を与えてくれる２冊を紹介します。（推薦者：刀祢平里奈）

ブラジルでのサンバの発祥は古く、1750 年ごろ。多様な打楽器が使
われ、パンデイロ（いわゆるタンバリン）、タンボリン（「タンバリン」
ではなく小さな太鼓。左手に持ち、右手のスティックで叩く）、スル
ド（鼓笛隊の小太鼓）、大太鼓などがある。パンディロ（タンバリン）
の叩き方は何通りかあり、親指や指先、手のひらなど、手の全体を使
うことで、速い拍子のリズムを切れ目なく、強弱をつけて刻める。「全
身運動がダイエットに効果がある」と、サンバエクササイズも人気。

東ベルリンに住む主人公アレックスとその家族。祖国東ドイツ
に忠誠心を抱く母は、反体制デモに参加するアレックスを目撃
し、ショックのあまり心臓発作で８か月もの間、昏睡状態に陥っ
てしまう。その間にベルリンの壁が崩壊、町も人々の生活も急
激に様変わりする。奇跡的に目覚めた母に再びショックを与え
ないため、アレックスは東ドイツの社会主義体制が何一つ変わっ
ていないかのような必死の細工と演技をするが…。
急速な時代の変化、押し寄せる西側文化。失われる暮らしを再
現しようと奮闘する姿が一層変わりゆく生活を浮きたたせる。

外国ではどのように子どもを“だっこ”しているのだろうか。だっ
この仕方の違いから、それぞれの民族の暮らしや文化の成り立ち
が読み取れ、異文化がより身近に感じられる一冊。

世界のいろいろな “ 願いごとの仕方 ” を教えてくれる
絵本。例えば、イランの「幸せをもたらす７つのごち
そう」、イタリアの「トレビの泉」などがある。私た
ちが知っているのとは全く違う方法を通じて、各国の
文化についても新たな発見が得られる。

発祥はサンバに比べてずっと最近で 1940 ～ 50 年
ごろ。もっともメジャーな曲は「イパネマの娘」。
イパネマ海岸に実在したとされる大変美しい女性
への思いを歌にしたもの。歌だけではなく、アコー
スティックギターの曲も有名で、著名なギタリス
トのバーデン・パウエルの「悲しみのサンバ」な
どは日本人の心にも響くメロディー。

　イタリアのトスカーナ地方。ユダヤ系イタリア人
のグイドは、愛する妻と息子に恵まれ、幸せな日々
を過ごしていた。しかし時はムッソリーニによるファ
シズム政権下。ついに家族は強制収容所へと送られ
てしまう。辛く厳しい収容所で、グイドは息子を怯
えさせまいと必死の嘘をつく。ここでの生活は憧れ
の戦車を得るためのゲームなのだ、と。厳しい時代
の荒波にもまれながらも、自らの手で「美しい人生」
を築き上げていくグイドの思いに心を打たれる作品。

サンバ

『グッバイ、レーニン！』

エメリー＆ドゥルガ・バーナード
『世界のだっことおんぶの絵本』（メディカ出版、2006 年）

ローズアン・ソング
『願いごとのえほん』（あすなろ書房、2009 年）

『ライフ・イズ・ビューティーフル』

ボサノヴァ

で
しもう！楽

♪♪



（リジキアボディラー）

外国にルーツをもつ

現在、名古屋市とその周辺には約3,000人のイスラム教徒がいます。名古屋モスクは名古屋市中村区にあるムスリムの集

団礼拝所です。集団礼拝の金曜日には、東南アジア、北アフリカや中東など様々な国の人々がイスラーム信仰のために集

まっています。また、名古屋モスクでは不定期に土曜日の午後に子ども向けのクルアーン*勉強会も行っています。今回は

ミャンマー出身のサイマ・ハンナンちゃん（12歳）とインドネシア出身のPIZQABDILAH（リジキアボディラー）くん

（8歳）の絵日記を紹介します。 *クルアーン… イスラム教の聖典。

　９たぶんか便り

サイマ・ハンナン ちゃん

PIZQABDILAH くん

※アッラー…イスラームの唯一不二の神。

※イマーム…イスラム教徒の集団の指導者を意味するアラビア語。



１０ たぶんか便り

私 は南アメリカ大陸にあるパラグアイ共和国から来ま
した。パラグアイは南米のど真ん中に位置しており、

ブラジル、アルゼンチン、ボリビアと国境を接している、
海をもたない内陸国です。国土面積はおよそ 40 万 6,000 平
方キロメートルで、日本のおよそ 1.1 倍に相当します。国土
の北から南にかけて流れているパラグアイ川を境に、二つ
の異なる自然条件の地域に分かれています。西部地方（チャ
コ地方）は地質が粘土質で水を吸収しにくいため、農業な
どには向いていないと学校で教わりました。東部地方の南
部には赤い色をした土が多く見られます。パラグアイへ移
民した多くの日系人農家はこの地域で農業をしています。
　パラグアイの人口はおよそ 650 万人で、牛の数（約 900
万頭）よりも少ないです。主な人種は、パラグアイで生ま
れたスペイン人の子孫であるクリオーリョとスペイン人と
先住民の間に生まれてきたメスティーソです。そのほかに
もドイツ系、日系、そして中東諸国、韓国、中国などから
の移民も多くみられます。隣国ブラジルからの移民も多い
です。パラグアイの公用語は、かつての征服者の言語であ
るスペイン語と先住民の言語であるグアラニー語です。

先住民はグアラニー族を含め 20 余りの民族で構成され
ています。パラグアイの伝統料理、民謡舞踊などの伝

統芸術、民芸品は先住民から大きな影響を受けています。伝
統料理は先住民が普段使用していた食材のトウモロコシやマ

ンディオカ芋、「イエズス会」の人や征服者がパラグアイへ
導入した食材である卵、牛乳、チーズなどの融合から生まれ
たものです。代表的な料理の一つは「ソパ・パラグアジャ」
です。“ パラグアイ風スープ ” の意味をもつこの料理は、普
段飲むスープとは少し違って、液体（汁物）ではなく「固形
のスープ」です。諸説ありますが、当時の大統領が好んでい
たスープの材料の分量を召使いが間違えて固めてしまったの
がはじまりだそうです。この料理はトウモロコシの風味と玉
ねぎの甘み、そして最も欠かせないパラグアイ・チーズの濃
厚な味が特徴の料理です。

伝統音楽は「ポルカ * １」と「グアラーニャ * ２」です。
民芸品は革細工、「ニャンドゥティ」や「アオポイ」  の

名で知られる刺繍、金銀細工の技術を生かして作られた装飾
品やマテ茶専用の容器、陶器やパラグアイの木材で作られた
ギターやパラグアイハープなどです。
   伝統舞踊では、パラグアイの文化と風習の調和がみられま
す。パラグアイハープが奏でるポルカとグアラーニャ、アオ
ポイを覆った踊り子が披露する舞踊、ゆっくりと流れる「パ
ラグアイの時間」。そんな魅力を堪能していただけると嬉し
いです。（寄稿：小松潤）
* １…速い２拍子のリズムに特徴がある音楽

* ２…しっとりとした曲調の音楽

小松潤 ( こまつ じゅん）さん

パラグアイ生まれ、パラグアイ育ちの日系二世。高校卒業後

に来日、工場などに勤める。2009 年、（特活）多文化共生リソー

スセンター東海で「多文化共生実践モデル支援事業」（愛知県

委託）を担当。現在は、通訳を目指して勉強中。 

私の祖国「パラグアイ共和国」 

世

多文化事情

界の 南米

パラ グアイ編 

写真：首都アスンシオンから離れた郊外の様子

写真：大統領官邸にて

 Brazil 

 Chile 

 Peru 

 Colombia 

 Argentina 

 Paraguay 



の風
民間療法
邪世界

の

ドイツでは、風邪をひいたとき、

温かいビールを飲むことがありま

す。アルコールをとることで体温

が上がり、汗をたくさんかいて、

　　風邪を治します。（ミルカ）

マリでは、 「キャベツパック」 をすると風邪が

治ると言われています。 パックのように、キャ

ベツの葉っぱで顔を覆います。 たくさんの水

分が含まれているキャベツには体温を下げ

る効果があるからです。 日本でも、 キャベツ

を湿布代わりに使うというお話を聞いたこと

　　　　がありますよ！ （リホ）

ペルーでは風邪の時に「カルド・

デ・ガジーナ」というスープを飲

みます。鶏肉のスープで、鶏肉の

他にじゃがいも、ゆで卵、パスタ、

生姜などが入っています。鶏肉は

ビタミンが豊富で、スープは食欲

がなくても食べられるため、

　好まれています。（サオリ）

体を温めるために、 オレンジの皮を火に通

し、 ユーカリと一緒にお湯の中に入れて飲

みます。 その他、 扁桃腺が腫れている時

には、 トマトをスライスして首に巻くと、 トマ

トが熱を吸い、 腫れが引くと言われていま

す。 同様に、 おでこを冷やす時にはジャガ

イモのスライスをおでこに載せます。 また、

子どもが熱を出した時には、 穴を開けたクッ

キングペーパーをお腹に載せ、 卵白を

泡立てたものをその上からかけます。

　　（ロサリオ）

シンガポールでは、 卵と小麦粉を混

ぜたパン生地で体を擦ると、 熱が下

がると言われています。 日本の 「乾

布摩擦」 みたいなものでしょうか。 ま

た、 トムヤムクンのようなスパイシー

なものを飲んで、 一気に汗をかくと、

熱が下がりますよ！ （ジンユエン、　

　　　マイケル）

中国では、喉が痛いとき、喉の皮

膚をつねります。漢方医学に由来

する考え方で、悪いところがある

のは、そこに毒素が溜まっている

ためだと考えられているからです。

そのため、悪いところをつねって

　毒を外に出そうとするのです。

　　（華豊の友の皆さん）

タイでは、 風邪のとき、 胡

椒と生姜とクラチャイ (高麗

人参に似た生姜 ) とニンニ

クをつぶしたスープを飲み

　　ます。 （エイティン）

風邪を引いた時には、グアバの葉っ

ぱを炊いたものにレモンを加えて飲

みます。 咳がおさまり、 熱も下がり

ます。 （レイナ）

ベナンでは、コーラは薬のようなものだと考えられているた

め、風邪だけでなくお腹を壊したときにも飲みます。日本では

どちらかというとコーラは身体に悪いものだと考えられている

ので、面白いですよね。コーラにはもともと、アフリカの熱帯

雨林でとれる「コーラ・ナッツ」という植物の種のエキスが使

　われていて、この「コーラ・ナッツ」を噛むと元気になると

　　　　言われています。（タツヒト）

ドイツ

ペルー

ボリビア (首都ラパス）

シンガポール

中国

タイ

ボリビア (ペニー州 )

ベナン (アフリカ )

マリ ( アフリカ )

11 たぶんか便り

日本では、風邪のときに、お酒

に生卵と砂糖を入れて温めて飲

むとすぐ治るという言い伝えが

あります。あなたの国でも、医

者や薬ではなく風邪を治す方法

があれば教えてください。
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い
世
界  

　

の
た
く
さ
ん
の
少
数
民
族
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
た

　

の
だ
け
ど
、
い
ざ
記
事
を
書
こ
う
と
思
っ
た
時
に
、
そ
の

　

魅
力
を
い
か
に
伝
え
る
か
、
自
分
の
言
葉
で
読
者
の
皆
さ

　

ん
に
伝
わ
る
文
章
を
書
く
こ
と
の
難
し
さ
を
感
じ
た
よ
。

ひ
か
り
：
私
も
悩
み
な
が
ら
書
い
た
。
そ
し
て
よ
う
や
く
書

　

き
終
え
た
時
に
は
自
分
が
成
長
し
た
な
ぁ
と
思
っ
た
よ
。

る
り
：
今
回
、
私
た
ち
は
『
た
ぶ
ん
か
便
り
』
の
執
筆
を
中

　

心
に
半
年
間
、
多
文
化
共
生
リ
ソ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
東
海
で

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
き
た
ね
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
何

　

が
得
ら
れ
た
？

ひ
か
り
：
私
は
、
今
回
の
難
民
の
方
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

　

き
っ
か
け
に
、
周
り
の
こ
と
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ

　

た
よ
。
そ
し
て
、
社
会
の
様
々
な
こ
と
に
対
し
て
、
問
題

　

意
識
を
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
。

る
り
：
私
は
、
地
域
の
中
で
人
の
役
に
立
つ
こ
と
を
し
て
い

　

る
人
が
多
い
こ
と
を
知
っ
た
よ
。
将
来
、
機
会
が
あ
れ
ば

　

継
続
的
に
参
加
し
た
い
な
ぁ
。

り
な
：
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
で
き
て
本
当
に
よ
か
っ

　

た
よ
ね
。
私
は
、人
生
の
過
程
で
と
て
も
成
長
で
き
た
な
ぁ

　

と
感
じ
て
い
る
よ
。

今
回
は
『
た
ぶ
ん
か
便
り
』
第
八
号

で
初
め
て
執
筆
に
携
わ
っ
た
南
山

大
学
の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
三
人
、

樋
口
ひ
か
り
さ
ん(

写
真
右
）・

刀
祢
平
里
奈
さ
ん(

中
央
）・
川
島

瑠
莉
さ
ん(

左)

に
よ
る
座
談
会

の
様
子
を
お
届
け
し
ま
す
。

り
な
：
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
て
み

　

て
、
ど
う
だ
っ
た
？

ひ
か
り
：
私
は
ビ
ル
マ
民
主
化
同

　

盟
さ
ん
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
担

　

当
し
た
の
だ
け
ど
、
ビ
ル
マ
に

　

つ
い
て
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
か
っ

　

た
か
ら
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
す

　

る
前
に
た
く
さ
ん
調
べ
た
よ
。

　

知
識
が
増
え
た
な
ぁ
と
思
う
。

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
し
て
、
知
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サポーター会員大募集！

「初心を忘れず」

に生きる。 自分が

書き続けたい原

点は伝えるためで

ある。

創刊号からレイアウ

ト編集を担当してい

ます。 どんなものが

できるのか、 自分でも毎回予想が

つきません。 だから楽しいです。

やらなければいけな

いことが山積みとい

うときこそ、 時間を有

効に使っていい仕事ができる気が

します。 毎日シャキっと頭をフル回

転させていきたいと思います。

悩んだ分だけ、

記事が完成した

時の感動もひとし

おです。 ニュースレターができる

度、 宝物が増えています。

今年はインフルエン

ザも、 ひどい風邪も

引かずに済みました。

お酒は 「百薬の長」 と言いますが、

僕はこれが健康法のようです。

編

記後

ニュースレター編集に参加してくれる仲間を募集しています。異文
化体験がしたい、語学を生かしたい、文章を書くのが好きな方など、
お気軽にお問い合わせ下さい。

TALK学生
ボラン
ティア 'S

!

取
材
後
記

2013.2
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編集長

ヤーティン

たけやん ともちゃん

じゅんじゅん
まっき～
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